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白毫寺

白毫寺（びゃくごうじ）は、奈良県奈良市白毫寺町にある真言律宗の寺院。本尊は阿弥陀如来。開基（創立者）は勤操と伝え

る。

山号・・高円山　　　　宗派・・真言律宗　　　　本尊・・阿弥陀如来（重要文化財） 

創建年・・伝・霊亀元年（715年）　　　　開基・・伝・勤操 　　　　別称・・一切経 

関西花の寺二十五霊場18番 

奈良市街地の東南部、春日山の南に連なる高円山の山麓にあり、境内から奈良盆地が一望できる景勝地に建つ寺である。

関西花の寺二十五霊場第18番（萩）。

なお、寺号の「白毫」は、仏の眉間にある白い巻毛のことである。

歴史

霊亀元年（715年）、天智天皇の第7皇子である志貴皇子の没後、天皇の勅願によって皇子の山荘跡を寺としたのに始まると

伝えられる。

また、かつてこの高円山付近に存在した石淵寺（いわぶちでら）の一院であったともいう。

石淵寺は空海の剃髪の師であった勤操が建てたとされる寺院である。

鎌倉時代になって西大寺の叡尊によって再興され、叡尊の弟子である道照が将来し経蔵に収めた宋版一切経の摺本によっ

て、一切経寺とも呼ばれ繁栄した。

室町時代に兵火で建物が焼失し衰退するが、江戸時代の寛永頃に興福寺の空慶により復興される。

本堂（奈良市指定文化財）

境内には他に御影堂、宝蔵、石庭、椿園、万葉歌碑などがある。重要文化財指定の仏像は本堂から宝蔵に移されている。

白毫寺にはかつて室町時代建立の多宝塔があったが、1917年（大正6年）に人手に渡り、移築された。移築先は長らく不明と

されていたが、兵庫県宝塚市切畑長尾山の個人所有の山荘に移築されていたことが後に判明した。この多宝塔は2002年3
月19日、移築先の山火事で全焼した。

文化財

重要文化財

木造阿弥陀如来坐像　

白毫寺の本尊。檜材の寄木造で、平安時代末期から鎌倉時代頃の作といわれる。木造菩薩坐像（伝文殊菩薩）　

もと多宝塔の本尊とされる白毫寺最古の仏像で、高く結った髻の形、両脚部の量感のある表現や荒々しい衣文表現などには

平安初期彫刻の特徴をよく伝えており、9世紀にさかのぼる作とみられる。なお、多宝塔（現存せず）は室町時代の建物で、そ

れ以前の伝来は不明であり、本来の像名も不明である（寺伝では文殊菩薩）。右手は第2・3指を立て、左手は持物をとる形を

するが、両手首から先は後補で、本来の印相は不明である。

木造地蔵菩薩立像　

鎌倉時代後期に造られた地蔵菩薩像の秀作で、施された彩色も鮮やかに残っている。

木造興正菩薩坐像　

白毫寺を中興した興正菩薩・叡尊の肖像彫刻で、西大寺愛染堂の叡尊像と似ており、叡尊晩年の姿を見事にとらえている。

木造閻魔王坐像　

もと閻魔堂の本尊。鎌倉時代の仏像で、迫真性に富む険しい表情の像である。木造太山王坐像　

閻魔王とともに冥界の十王の一人。鎌倉時代の像で、体内に残された墨書により運慶の孫・康円が正元元年（1259年）の作

と判明する。明応6年（1497年）に修理を受けていることが像内修理銘からわかり、冠、両袖、両脚部などに後補がある。[1]木
造司命半跏像・司録半跏像　

ともに閻魔王の眷属で、康円一派の作である。閻魔王像、太山王像とともに、旧閻魔堂に安置されていた。

五色椿（奈良県指定天然記念物）

　東大寺開山堂の糊こぼし・伝香寺の散り椿とともに「奈良三名椿」の一つとして名高い。寛永年間に興福寺の塔頭、喜多院

から移植したものとされる。
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白毫寺

白毫寺の境内。

手前に見えるのが「本堂」で、奥が重要文化財の諸仏が収められた「宝蔵」。

その間に建つ小さなお堂が、白毫寺の中興の祖・空慶上人を祀った「御影堂」です。

貴重な重要文化財に指定された仏さまを収めているのが「宝蔵」です。

迫力のある「閻魔王坐像」を中心に、その両脇には「司命半跏像」「司録半跏像」（全て重文）がいらっしゃ

います。さすがに地獄を司る方々だけあって、表情は険しく体格もご立派！頭部が大きめで、本当に裁き

を下しているかのような力強さを感じます。脇侍のお二方が座る台座部分に虎の毛皮を模した彩色があ

るのもいいですね。

さらに、冥界の十王のお一人である「太山王坐像（重文）」もいらっしゃいます。こちらは運慶の孫・康円の

1259年の作。奈良にはこうした閻魔さま系の仏さまは少ないため、本当に貴重な像を拝見できました。

また、同じ宝蔵には、鎌倉時代作の「地蔵菩薩立像（重文）」がいらっしゃいます。こちらもとても美しい仏

さまでした！お地蔵様には素朴なものが多いですが、こちらはとても凛々しい表情です。彩色も鮮やか

で、本当に見事です。
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木造薬師如来坐像

当寺の本尊。像高191.5センチメートル。制作年代は記録がなく不明であるが、新薬師寺の創建期まではさかのぼらず、平安時代

初期・8世紀末頃の作と見るのが一般的である。坐像で高さ2メートル近い大作だが、頭・体の主要部分はカヤの一木から木取り

し、これに脚部、両腕の一部などを矧ぎ付ける。矧ぎ付け材も同じ材木から木取りされ、木目を縦方向に合わせるように造られて

いることが指摘されている。眉、瞳、髭などに墨、唇に朱を差すほかは彩色や金箔を施さない素木仕上げとする。一般の仏像に比

べ眼が大きいのが特徴で、「聖武天皇が光明皇后の眼病平癒を祈願して新薬師寺を創建した」との伝承も、この像の眼の大きさ

と関連づけられている。昭和50年（1975年）の調査の際、像内から平安時代初期と見られる法華経8巻が発見され、国宝の「附

（つけたり）」として指定されている。光背には6体の化仏が配されていて像本体と合わせると７体となり、『七仏薬師経』に説く七仏

薬師を表現しているとみられる。また、光背の装飾にはシルクロード由来のアカンサスという植物の葉と考えられている装飾があ

る。

塑造十二神将立像

十二神将は薬師如来の眷属である。円形の仏壇上、中央の本尊薬師如来像を囲んで立つ。木造の本尊とは異なり、奈良時代に

盛んに造られた塑像である。これらの像は高円山麓にあった岩淵寺から移されたとする伝承もあるが、造立の事情は明らかでな

い。作風や、12躯のうち1躯の台座裏桟から「天平」云々の墨書が見出されたことなどから、天平期の作と見なされている。同じ塑

造の傑作として知られる東大寺戒壇院の四天王像の造形と比較すると、ポーズが大振りになっており、東大寺像よりも時代が少

し下ると見られている。12躯のうちの1躯（宮毘羅（くびら）大将像、寺伝では波夷羅（はいら）大将像）のみは江戸時代末期の地震

で倒壊し、昭和6年（1931年）に細谷而楽が補作したもので、国宝指定外である。本尊に向かってすぐ右に立つ像（迷企羅（めき

ら）大将像、寺伝では伐折羅（ばさら）大将像）は日本の500円切手のデザインに使用されている。
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